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1．法人の概要 

（1） 設置する学校・学部・学科等 

学校･学部別 学科・課程別 入学定員 収容定員 

文教大学 

大学院 教育学研究科（修士） 10 20 

  人間科学研究科（博士後期） 2 6 

  人間科学研究科（修士） 30 60 

  言語文化研究科（博士後期） 2 6 

  言語文化研究科（修士） 10 20 

  情報学研究科（修士） 6 12 

  国際学研究科（修士） 5 10 

 教育専攻科 15 15 

教育学部 学校教育課程 200 800 

  発達教育課程 150 600 

  心理教育課程※1 - （100） 

人間科学部 人間科学科 140 560 

  臨床心理学科 120 480 

  心理学科 140 560 

文学部 日本語日本文学科 120 480 

  英米語英米文学科 100 400 

  中国語中国文学科 70 280 

  外国語学科 70 280 

情報学部 情報システム学科 95 380 

  情報社会学科 95 380 

  メディア表現学科 95 380 

健康栄養学部 管理栄養学科 100 400 

国際学部 国際理解学科 120 480 

  国際観光学科 125 500 

経営学部 経営学科 165 660 

  外国人留学生別科 40 40 

大学 計 2025 7,809 

文教大学付属高等学校（全日制課程普通科）※2 240 720 

文教大学付属中学校  ※2 144 432 

                                        付属中学校・高等学校 計 384 1,152 

文教大学付属小学校 50 300 

文教大学付属幼稚園 60 180 

合     計 2,519 9,441 

※1心理教育課程は 2020年 4 月 1日に募集停止 

※2付属高等学校及び付属中学校は募集定員 
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（2）2023年度学園組織図 
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BUNKYO ACTION PLAN 2025  
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経営・管理 
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をベースとした研究発表を卒業研究発表会で課す等、学部独自のイベントを通して「自身

で考え、主体的に行動できる学生」を養成していきます。 
3) 地域社会との関わりや国内外でのボランティア活動等を重視し、地域の国際交流組織やボ

ランティア団体等との交流を深めます。 
4) コロナ禍の状況を勘案しながら、大学・学部主催の国際交流研修プログラム、学部の短期

留学プログラムの実施、留学支援、海外ゼミ活動の拡充等を行います。また、学生への海

外危機管理教育を行います。 
5) 1年生を対象にTOEICや就職向けの適性試験の対策講座を設けることで、外国語（英語）

学修意欲の喚起や、就職率の向上及び進路意識の啓発を図り、早期からのキャリア支援体

制を充実させます。 
キ． 経営学部  

1) 現行カリキュラムを円滑に実施し、専門性、教養、そして語学力を高めるとともに、「創
造的思考力」、「協働」、「コミュニケーション」における独自の能力向上を図ります。 

2) 東京あだちキャンパスにある学部として地域連携に取り組みます。足立区を始め東京都や
近隣県の教育機関、企業、団体との連携関係を構築し、地域連携を視野においた授業にお

いて内容を充実させます。 

3) 大学の高大連携事業に協力し、東京都や埼玉県の高校との交流を深めます。 
4) 入学予定者の保護者を対象とした学部教育説明会を実施し、保護者と連携を一層強めるこ

とで、学生指導の強化を図ります。 
5) 新型コロナウイルス感染症の流行によって従来の日常生活が送れず、精神的にダメージを

受けた学生が少なからずいるため、大学の関係部署と連携して心のケアに努めます。 
6) 就職率の向上を目的として、経営学部生向けに特化した就職講座を引き続き実施していき

ます。そのための統一ゼミを年数回実施します。 
 

⑩ 大学院における取り組み 

大学院各研究科において、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーに基づき、授与する学位

にふさわしい力をつけさせるための教育及び研究指導を行います。  

ア． 教育学研究科  
1) 越谷市教育委員会及び越谷市立小学校・中学校等の地域社会と連携した実践研究と対話型

の徹底した少人数教育を行います。（2022年度は新型コロナウイルス感染症対策を徹底
し、実施しました。2023年度も感染状況により、実施を検討します。） 

2) 2018年度から大学院生へタブレット端末を貸与しています。2023年度もICTを活用した
学修支援体制を引き続き整備します。 

3) 2022年度には教育現場における教育諸課題に対応するためのカリキュラム充実を検討し
ました。特に、ICT活用の授業論を含む「教育課題特論Ⅳ」は、近年学生のニーズが高い
にも関わらず、非開講が続いていましたが、2023年度より開講できる見通しとなりまし
た。2023年度も引き続き、カリキュラムの充実を検討します。 

4) 現職教員等の大学院受入れを増やすため、さらなる方策を検討します。なお、2023年度
には、埼玉県現職教員派遣制度を利用した学生が1名入学予定です。 

イ． 人間科学研究科  
1) 臨床心理学専攻、人間科学専攻共に2018年度にカリキュラムを変更しました。臨床心理

学専攻では公認心理師及び臨床心理士を養成するためのカリキュラムに対応し、資格取得
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（3）文教大学付属中学校・高等学校 

 

1 文教大学付属中学校・高等学校のポリシー  
 

本校で学ぶことで、すべての人を信じて、あたたかく優しく思いやる「人間愛」の精神

を育むとともに、これからの変化する社会においても、しっかりと対応できる学力とスキル

を身に着けさせます。また、自己の夢や将来の進路を発見し、自己の進路実現によって、日

本のみならず、世界の人々の幸せな生活に役立ち、グローバルな社会に貢献できる人材を育

てます。 

 

2 当該年度の教育目標  
 

建学の精神「人間愛」に基づく教育活動をすすめ、すべての人を大切に思う「慈愛の心」、

学力を向上させ、知識とスキルを磨き、自分で課題を発見して解決を目指す「輝く知性」、

コミュニケーション能力や、ICT のリテラシーを高め、グローバルな視点をもつ「世界に飛

翔する力」を育てます。これらの取り組みで、自ら積極的に進路を切り開き、チャレンジす

ることができる、「自律した学習者」の育成を目指します。 

 

3 当該年度の教育活動計画  
 

①  ICT を活用した効果的な授業の実施 

2023 年度は、タブレット PC を導入して 5 年目となります。すでに、通常の授業や課題配

信、オンライン授業、学校行事等の様々な場面での有効活用が進められています。さらに、

より有効的な ICT の活用を工夫して、PC を調べる活動だけではなく、生徒の自主的・主体

的な学習に向けた活用等を工夫して、学んだことの発信やプレゼンテーションスキルを向上

させます。 

 

②  グローバルコンピテンスプログラムの活用 

これからのグローバル社会で活躍することができる人材の育成を目指し、2022 年度から

新規に実施しており、良好に進めています。コミュニケーション能力、異文化理解、リーダ

ーシップ、チームビルディング、モチベーションと共感、批判的思考等の 6 つのユニットを、

派遣された外国人講師からオールイングリッシュで学ぶプログラムで、これからの社会に生

きるために必要となる知識とスキルを身に着ける学習を実施します。 

 

③  新教育課程の適切な実施 

2022 年度学習指導要領の改訂に伴い、2022 年度から新カリキュラムを導入して、年次進

行の 2 年目となりました。知識と技能の習得、思考力判断力の育成を重視し、主体的に学習

する力を確実に付けて、学びに向かう力と、確かな学力、自ら課題を解決する力を育成しま

す。また、総合的な探究の時間については、学年を超えた探究グループでの、横断的・総合

的な学習により、課題を発見して解決していく資質・能力を育成して、探究的学習や体験活

動を通じて、生徒同士の協動的な学びを深めます。 

 

④  進路行事・キャリアガイダンスの強化 

進路行事（学生による大学紹介、大学体験授業、オープンキャンパス参加、希望進路レ

ポート、共通テストガイダンス、職業講演会、国際理解講演会、探究学習発表会）の適切な

実施で、生徒の進路目標の明確化や、キャリア意識の形成を図ります。また、文教大学との
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連携もさらに進め、文教大学の授業体験の継続や、本校生徒・保護者のキャンパス見学会等

の新規実施をします。 

 

⑤  進学実績の向上 

学力向上に向けて、授業の改善や効果的な ICT の活用を進めるとともに、年間 5 回の模

擬試験を実施します。また、学習状況の個別資料や受験データを基にした面談の実施等、き

め細かな進学指導を実施して、安易に入れる大学を選ぶのではなく、積極的に難関大学へチ

ャレンジすることを促して、難関大学合格者数の増加を目指します。 

 

4 当該年度の教育活動計画  
 

① ICT 機器の活用研修 

生徒の自律的な学習を推進するため、より一層タブレット PC や、学校用 ICT 支援サービ

ス Classi 等の Web での連絡ツールを活用した、課題の配信・回収のスピードアップを図る

ために、全教員が本校の ICT 機器を十分に活用した授業を進めることができるようします。

そのため、様々な授業での活用の工夫や機器の扱いについての研修を実施し、各教員の ICT

活用のスキルを高めていきます。 

 

②  進学実績の向上に向けた研修 

生徒カルテ（毎年の模試結果、成績、出欠状況、課外活動、面談記録、各種検定取得等

の情報を随時更新したデータ）を面談や進路指導に有効活用します。さらに、大学の情報・

出願指導計画の情報共有、受験生出願傾向等を把握するための教員研修や、進学指導研究会

を年 3 回実施します。また、生徒の進路面談での受験計画の作成のアドバイス、個々の生徒

の受験校の絞り込み等により、難関大学へのチャレンジを進めていきます。 

また、大学入学共通テストの結果を踏まえた、「出願指導検討会」を実施し、生徒の国公

立大学の出願先の選定に向けた指導を徹底して、難関校合格者数の増加を図ります。 

 

③  教員研修の実施 

いじめやハラスメント等、教育上の諸課題について、夏期教員研修会で外部講師から学

ぶ機会を継続します。校内研究授業においては、学校全体の共通テーマから教科ごとの課題

を作成し、授業力の向上に努めていきます。また、私立学校協会等の主催する校外での研修

会について、教職員の参加を積極的に奨励し、教育力の向上を一層図っていきます。 

 

5 当該年度の学習者支援事業計画  
 

① 文教ステーションの実施 

2023 年度から、中学校 1 年生～高校 1 年生までは、学習習慣の確立のために全員が参加、

高校 2・3 年生は、主体的な学習を促すために、選択して参加する形式に変更しました。学

習指導講師派遣会社と契約し、生徒の放課後・休憩中の自習室の管理・運営、生徒の質問対

応、特別講座の実施等、生徒の授業外の学習支援を行うことで、学習習慣の確立や、予習・

復習のための時間として有効活用させ、基礎学力の向上を目指します。また、高校 2・3 年

生は、英語検定等の検定対応や、定期テスト対策講座、難関大学進学に対応した講座、総合

型選抜入試対策の個別の指導プログラム等を実施してより効果的な学習支援を実施します。 
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②  各種検定取得の推進 

英語検定・漢字検定・数学検定をそれぞれ 3 回校内で実施し、受験者を増やし基礎学力

の向上や進学対策に活用します。 

 

③  長期休業中の講習の実施 

授業担当教員による、テーマや習熟度に応じた夏期、冬期、春期の休業中の講習を、各

期それぞれ 2 回以上実施し、基礎や発展的な学力向上を目指します。 

 

6 当該年度の保護者連携事業計画・地域連携事業計画  
 

① 保護者会、学級懇談会の実施と学年通信の配信・配布 

学年ごとの保護者会、学級ごとの懇談会を年間 2 回実施し、学校情報の提供や、保護者

向け進路ガイダンス、生徒の学習状況の紹介等を実施します。また、学年ごとに、月 1 回の

学年通信を、Classi 上で配信するとともに、紙面での配布も行い、行事や教育活動・学校

行事の紹介や、家庭への伝達事項の確実な周知をしていきます。 

 

②  ボランティア活動を通じた地域との連携 

地域高齢者施設での吹奏楽演奏や、地域での清掃活動、地域の祭りでの手伝い等を実施

して、地域との交流を一層進めます。  

 

7 校舎施設設備の改善計画  
 

① 学習環境の整備 

健康で安全で快適な学習環境を維持するため、修繕や施設の改善を速やかに行っていき、

潤いとなごみのある共有スペースの作成も進めます。 

 

② ICT の環境のさらなる整備 

授業や、学校行事、生徒募集に有効活用するため、大型プロジェクターや、ディスプレ

イ等の新規購入整備をさらに進めます。 

 

8 入試制度、募集強化計画  
 

① 入試制度の工夫改善 

入学者の質と量の確保を目指し、2023 年度の入試結果を踏まえて、中学校入試では、入

試の回数と募集人数の配分、入試科目の検討と見直しを進めます。高等学校入試では、推薦

基準、入試回数等について、他校の状況も考慮して検討・改善を進めます。 

 

②  学校 PR 活動の推進 

常に全教員がリクルーターになり、塾訪問、公立中学校学校訪問・個別相談・外部相談

会を担当して、本校の PR のポイントの説明や質問対応のマニュアルの周知徹底により、適

切な学校 PR 活動を引き続き推進していきます。 
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③  学校説明会の工夫 

2023 年度入試の反省を踏まえ、来校者の更なる増加を目指して、様々な入試広報イベン

トを企画し、出願者の増加につなげていきます。また、イベント以外でも、平日の夕刻や土

曜日等、予約制の学校見学の受け付けも継続し、教員による学校案内や個別相談を実施しま

す。 

 

④  特待生制度の効果的活用 

入試広報・募集活動で中学校・高等学校それぞれの特待生制度の魅力を周知して、学力

上位層の受験と入学を促し、学力で切磋琢磨する校内環境を目指します。 

 

9 その他  
 

① 海外研修プログラムの推進 

海外へ行くことが難しい状況が続く中でも、保護者や生徒の海外研修参加希望者は多い

ため、旅行会社や留学サポート会社を通じて、状況確認や新規プログラムの検討を進め、海

外研修プログラムを止めることなく継続発展させます。 

 

②  留学・語学研修プログラムの新規開拓 

オーストラリア短期・中長期留学、カナダ中長期留学、セブ島英語研修を継続実施しま

す。また、さらに、海外大学進学指定校推薦制度（ UPAA University Partnerships for 

Alternative Admissions）を活用して、海外大学への進学情報や出願指導、留学の斡旋、奨

学金の申請等を受けられるようにします。 
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（5）文教大学付属幼稚園 

 

1 文教大学付属幼稚園のポリシー 
 

① 文教大学付属幼稚園の理念 「人間愛」 

幼稚園では、幼児教育を後の人間形成の土台づくりの場と捉えています。建学の精神である「人

間愛」を基盤とし、個々の園児に応じた指導を工夫し、それぞれの個性の伸長に力をそそぎ、のび

のびとした教育を推進しています。 

 

② 文教大学付属幼稚園の教育のコンセプト 「“学ぶ、をあそぼう。”の実施」 

幼稚園では、教育の中心に「遊び」を位置付けています。“学ぶ、をあそぼう。”のコンセプトの

もと、「遊び」を通して「意欲」「見出す力」「実行力」等、真の学ぶ力の素となる力を始め、生き

る力の土台となる様々な力が身につくよう「遊び」を工夫しています。 

 

③ 文教大学付属幼稚園の指導方針 「“文教スタイル”で子どもを伸ばす」 

幼稚園では、豊かな自然と触れ合い、多くの人と関わり、遊びを始めとする多様な体験を通して、

生きる力の基礎となる「意欲」「態度」「心情」等を育んでいます。 

「認める・見守る・ともに楽しむ」という“文教スタイル”を基本にした指導で教育活動を展開

し、子どもたちが秘めている可能性を十分に引き出せるよう努力しています。 

 

2 当該年度の教育目標 
 

建学の精神「人間愛」のもと、「素直で明るい元気な子ども」を教育目標として掲げ、教職員 

一丸となって子ども達を育みます。 

ア. 元気に挨拶ができ、正しい生活習慣を身につけた子ども 

イ. 慈愛・感謝の気持ちや思いやりの心をもち、感じたことを素直に表現できる子ども 

ウ. 自分の役割を果たすとともに、自分のことは自分でやろうと努力する子ども 

エ. 好奇心が旺盛で、自ら積極的に行動できる子ども 

 

3 当該年度の教育活動計画 
 
ア. 「認める・見守る・ともに楽しむ」という“文教スタイル”を教職員と保護者が共有し在園児・

保護者と共に取り組める環境づくりに努め、子ども達の成長を導きます。 

イ. 様々な「遊び」の中で、組織的かつ計画的に教育課程を実践し、“学ぶ、をあそぼう。”を更に
具現化し、「真の学ぶ力」を育てます。 

ウ. 「遊び」「運動」「行事」「生活」等の活動を工夫し、生きる力の土台を広げる教育を推進しま
す。 

エ. コロナ禍であっても、園行事が楽しく体験できるように尽力し、様々な工夫を凝らして教育活
動を実践します。 

 

4 当該年度の研究活動計画 
 

ア. 幼稚園教育要領に則したカリキュラム作りを継続します。 
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イ. 教員の指導力と資質の向上を目指し、品川区私立幼稚園協会や東京都私立幼稚園連合会主催の
研修会に積極的に参加して指導内容・方法について、全教員で共有を図ります。また、教員勉

強会では、「望まれる幼稚園とは」を題材に、地域ニーズの把握と対応策についても検討しま

す。 

ウ. 少子化と共働き家庭の増加に対する幼稚園の将来展望の検討を行い、品川区における少子化や
保育園の現状分析、働く女性の増加への対応策等を喫緊の課題として現状分析を行います。 

エ. コロナ禍の影響に左右されないように、Webを利用した園内研修会・講演会等を積極的に利用
して、研究活動の一助とします。 

 

5 当該年度の学習者支援事業計画 
 

ア. 本園が示す「目標とする力」と幼稚園教育要領で示された「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」の関連性を吟味し、卒園時にそれらの力が身につくよう計画的に教育活動を実践します。 
目標とする力：「遊び」を通して身につく生きる力の素 
【触れ合い遊び】コミュニケーション能力 好奇心 想像力 
【運 動 遊 び】体力 バランス感覚 敏捷性 集中力 根気 協力 ルール 健康意識の

向上 
【学 び 遊 び】協調性 思考力 想像力 創造力 語彙力 表現力 興味・関心 
【生 活 遊 び】健康意識の向上 コミュニケーション能力 ルール・マナー 自立心 聞

く力 話す力 
【自 然 遊 び】好奇心 探究心 感性 

イ. 「遊び」を通して、「意欲」「見出す力」「実行力」等、真の学ぶ力の素を育てます。 
ウ. 付属小学校の説明会や園児の体験学習について、付属小学校と付属幼稚園の教員同士連携強化

を図りながら「求められる児童」に関する情報を保護者に提供するとともに、付属小学校の「求

める保護者」像も提供し相互の信頼を築きます。 
エ. 公立小学校スタートプログラムの共通理解と、公立小学校との連携内容の確認、幼稚園から情

報提供等の検討を行い、公立小学校に入学希望する保護者を支援します。 
オ. 進学希望者の動向を早期に把握し、付属小学校を始めとする私立及び国公立小学校への進学を

視野に「文教幼児教室（課外活動として実施している外部業者による学習支援プログラム）」

との連携を深めます。また、幼稚園教育要領にある、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を身につけられるよう支援します。 
＜参考＞ 
～幼児期の終わりまでに育ってほしい姿～ 
① 健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活との関わり

⑥ 思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑧数量や図形、標識や文字等への関心・感

覚 ⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

 

6 当該年度の保護者連携事業計画・地域連携事業計画 
 

保護者との連携強化・地域に根差した幼稚園の確立を目指し、園児の成長を保護者と共に楽しむ

活動や環境を創造します。 

ア. 幼稚園が「求める家庭・保護者」の明確化を行うため、入園前の幼稚園説明会・入園説明会で
の詳細説明や、ホームページによるわかりやすい教育方針・教育目標・教育内容を紹介します。 
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イ. 保護者との連携強化の取り組みとして、父母の会やおやじの会（父母の会の諸事業支援部とし
て組織された在園児の父親の有志の会）との連携を密にして諸行事を円滑に実施します。また、

幼稚園だより、各学年カリキュラムを発信するだけでなく、公式 LINE アカウントの周知を図

り、幼稚園の活動を保護者や地域の方に公開します。 

ウ. 幼稚園説明会・入園説明会で実施したアンケート結果や、保護者アンケートを利用し、地域や
家庭のニーズの把握とそれに応える方策を検討します。 

エ. 近隣在住の未就園児（2 歳児未満）を対象として、幼稚園の園庭を開放する「ぶんぶん広場」

を継続します。園庭開放・子育て相談等の実施によって、来園した保護者同士の交流の場とし

て、広く地域に根ざした幼稚園の確立を目指します。 

 

7 校舎施設設備の改善計画 

 

ア. 園舎の施設設備が順調に機能しているかどうか、常に安全確認を行い、有効活用に努めます。 
イ. 安全で安心した幼稚園生活が送れるよう、園児の目線に立った整備を進めます。 

ウ. 老朽化した園庭のガードクッションを随時交換して、園児の事故や怪我の防止に努めます。 

 

8 入試制度、募集強化計画 

 

安定した入園者の確保を目指します。 

ア. プレスクールは、2022年度から開催毎に WEB登録制に変更して参加者データを蓄積しています。

このデータは、貴重な入園希望者データとして活用します。 

イ. 2 歳未満の幼児を対象とした幼稚園の園庭を開放する「ぶんぶん広場」を充実させ、プレスク
ールにつながる活動を行います。 

ウ. 幼稚園で実施する見学会・説明会・相談会では、保護者のニーズとのミスマッチを防ぐため、
幼稚園の「求める家庭・保護者」を分かりやすく説明できるように、プロジェクター映像を多

用するほか、2022年度に作成したスライド（幼稚園説明・行事・サンクスレター）で幼稚園を

身近に感じられるよう効果的に活用します。 

エ. 共働き世帯の増加を考慮し、実施日については、土曜日等参加しやすい日程を設定し志願につ
ながる内容の検討を行います。また、外部業者が実施する説明会にも積極的に参加します。 

オ. 保護者にとって知りたいことがすぐにわかるホームページの構築を心がけ、アクセス回数・閲
覧回数を増やす工夫をして、募集力強化に努めます。また、公式 LINE アカウントの周知を図

り幼稚園の楽しい活動を速やかに公開します。 

カ. 入園希望者にとって知りたいことが一目でわかる幼稚園案内は、子ども達の楽しい園内活動を
数多く盛り込んで製作し、希望者だけでなく通園圏内の幼児教室等へ配布します。また、新た

に作成した幼稚園の PRチラシを近隣の児童館などに配布し、認知度 UPを図ります。 

 

9 その他 

 

満足度が高い選ばれる幼稚園を目標と定め、募集・広報、教育、研究、園児生活、進路支援、保

護者・地域連携の各領域について満遍なく実行し、多様な保護者のニーズに応えられるよう努めま

す。 
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（6）その他施設（八ヶ岳寮） 

 

1 当該年度の主な事業計画  
 

学園が設置している学校の学生・生徒・児童・園児・教職員に対して、自然教室を体感で

きる教育環境を整備し、引き続き運営していきます。 
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（7）2023年度の特別な事業 

2023年度に実施する主な特別事業は、次のとおりです。 

 

 

①学園全体 

主な事業内容 

・リスク管理対応体制の強化 

・寄附金事業の推進 

・校友活動の推進 

・学園ブランドの強化 

  

②大 学 

大学全体 
・全国入試成績優秀者に対する特待生制度の実施  

・海外日本語教育インターン派遣プログラム助成 

越谷キャンパス 

・越谷キャンパス 13号館空調機更新工事 

・越谷キャンパス 3・8・12号館空調機・冷温水発生器 

予防保全工事 

湘南キャンパス 

・湘南キャンパス外壁調査及び改修工事 

・バスカード代替事業（バス通学定期券等購入代金補助） 

・スタジオ設備更新（5/5）  

東京あだちキャンパス ・キャリアイングリッシュ講座事業 

 

③付属学校 

付属中学校・高等学校 ・特待生の入学金免除、授業料給付金 

付属小学校 ・コンピュータシステム保守 

※主な事業内容の括弧内は、複数年計画の何年目かを表したものです。（例（1／2）⇒2年計画の 1年目） 
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4．当該年度予算の概要 

（1）2023年度予算基本方針 

① 「学園経営戦略（BUNKYO ACTION PLAN 2025）」に基づく事業については、実施計画の策定状況

に 応じて、必要な経費については、極力、予算に反映すること。 

② 学園の学習者減少傾向により収入が減少していることや、物価、エネルギーコスト高騰により

支出が増加する中において、限られた経営資源で最大限の効果を上げること。 

③ 業務効率化と合理化を絶えず念頭に置くこと。 

 

（2）2023年度予算総括表 

 

1 資金収支予算総括表 
 

【収入の部】                               （単位：円） 

科 目 2023年度予算 2022年度予算 増減（△） 
学生生徒等納付金収入 10,516,506,000 10,469,846,000 46,660,000  
手数料収入 350,045,000 389,877,000 △39,832,000  
寄付金収入 25,563,000 21,793,000 3,770,000  
補助金収入 1,496,808,000 1,465,983,000 30,825,000  
資産売却収入 149,723,000 79,376,000 70,347,000  
付随事業・収益事業収入 60,297,000 133,729,000 △73,432,000  
受取利息・配当金収入 19,505,000 12,625,000 6,880,000  
雑収入 307,820,000 217,563,000 90,257,000  
借入金等収入 - 250,000 △250,000  
その他の収入 14,525,000 100,455,000 △85,930,000  

収入の部合計 12,940,792,000 12,891,497,000 49,295,000  
 

【支出の部】                               （単位：円） 

科 目 2023年度予算 2022年度予算 増減（△） 

人件費支出 7,659,615,000 7,400,386,000 259,229,000 
教育研究経費支出 3,524,559,000 3,416,848,000 107,711,000 
管理経費支出 929,619,000 914,439,000 15,180,000 
借入金等利息支出 9,563,000 9,885,000 △322,000 
借入金等返済支出 400,000,000 400,000,000 - 
施設関係支出 69,256,000 441,030,000 △371,774,000 
設備関係支出 161,068,000 327,087,000 △166,019,000 
資産運用支出 153,588,000 84,482,000 69,106,000 
その他の支出 2,240,000 2,040,000 200,000 
予備費支出 50,000,000 50,000,000 - 

支出の部合計 12,959,508,000 13,046,197,000 △86,689,000 
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2 事業活動収支予算総括表 
 

    （単位：円） 

 科 目 2023年度予算 2022年度予算 増減（△） 

教
育
活
動
収
支 

事
業
活
動
収
入
の
部 

学生生徒等納付金 10,516,506,000 10,469,846,000 46,660,000 
手数料 350,045,000 389,877,000 △39,832,000 
寄付金 31,100,000 26,785,000 4,315,000 
経常費等補助金 1,496,808,000 1,465,983,000 30,825,000 
付随事業収入 60,297,000 133,729,000 △73,432,000 
雑収入 307,820,000 217,563,000 90,257,000 
教育活動収入 計 12,762,576,000 12,703,783,000 58,793,000 

事
業
活
動
支
出
の
部 

人件費 7,672,709,000 7,463,318,000 209,391,000 
教育研究経費 4,828,544,000 4,752,972,000 75,572,000 
管理経費 1,077,301,000 1,060,193,000 17,108,000 
徴収不能額等 500,000 500,000 - 
教育活動支出 計 13,579,054,000 13,276,983,000 302,071,000 

教育活動収支差額 △816,478,000   △573,200,000 △243,278,000 

教
育
活
動
外
収
支 

事
業
活
動
収
入
の
部 

受取利息・配当金 19,211,000 12,625,000 6,586,000 

その他の教育活動外収入 - - - 
教育活動外収入 計 19,211,000 12,625,000 6,586,000 

事
業
活
動
支
出
の
部 

借入金等利息 9,563,000 9,885,000 △322,000 

借入手数料 - - - 
その他の教育活動外支出 - - - 
教育活動外支出 計 9,563,000 9,885,000 △322,000 

教育活動外収支差額 9,648,000 2,740,000 6,908,000 
経常収支差額 △806,830,000 △570,460,000 △236,370,000 

特
別
収
支 

事
業
活
動
収
入
の
部 

資産売却差額 -  -  - 

その他の特別収入 8,088,000 18,929,000 △10,841,000 
特別収入 計 8,088,000 18,929,000 △10,841,000 

事
業
活
動
支
出
の
部 

資産処分差額 80,000,000 40,329,000 39,671,000 

その他の特別支出 - - - 

特別支出 計 80,000,000 40,329,000 39,671,000 

特別収支差額 △71,912,000 △21,400,000 △50,512,000 
〔予 備 費〕 50,000,000  50,000,000  - 

基本金組入前当年度収支差額 △928,742,000 △641,860,000 △286,882,000 
基本金組入額合計 △365,650,000 △919,155,000 553,505,000 
当年度収支差額 △1,294,392,000  △1,561,015,000   266,623,000 

  以 上 


